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第5次総合計画の 

中で 

回答（町長・教育長） 

町民本位の施策を 

回答（町長） 

　
町
民
サ
イ
ド
か
ら
は
、
納

得
い
か
な
い
取
組
み
が
見
う

け
ら
れ
る
。
以
下
に
つ
き
伺

い
た
い
。
 

①
　
小
田
急
南
口
開
発
に
、

付
属
す
べ
き
公
衆
ト
イ
レ

が
計
画
に
載
っ
て
い
な
い
。 

②
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
活
用
が
一

般
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
設

置
場
所
が
町
民
に
わ
か
り

に
く
い
。
 

③
　
地
域
集
会
施
設
の
一
部

で
建
替
え
、
整
備
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
災
害
時
の

避
難
場
所
に
つ
い
て
、
自

治
会
と
の
協
議
は
。
ま
た
、

防
災
訓
練
の
マ
ン
ネ
リ
化

の
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
の

対
応
は
。
 

④
　
介
護
保
険
利
用
者
の
負

担
増
に
な
る
制
度
改
定
が

な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
町
の
対
応
は
。
 

        ①
　
小
田
急
南
口
整
備
で
の

国
の
補
助
対
象
は
、
歩
道

設
置
・
駅
広
整
備
が
目
的

で
、
ト
イ
レ
な
ど
の
施
設

整
備
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
ト
イ
レ
は
必
要

と
考
え
半
年
以
内
に
は
関

係
者
と
協
議
し
、
結
論
を

出
す
。
 

②
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
町
で
の
設
置

は
、
役
場
・
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
学
校
な
ど
に
9
台
。

民
間
で
の
設
置
情
報
を
ま

と
め
、
防
災
マ
ッ
プ
へ
の

記
載
な
ど
で
周
知
を
図
る
。 

③
　
次
期
防
災
計
画
に
は
、

消
防
や
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
採

用
で
、
防
災
全
体
の
見
直

し
を
準
備
中
。
 

④
　
専
門
的
ケ
ア
の
必
要
性

の
増
加
な
ど
を
理
由
に
、

介
護
保
険
給
付
内
容
の
改

善
な
ど
提
言
さ
れ
た
。「
軽

度
の
要
介
護
者
等
の
サ
ー

ビ
ス
見
直
し
と
負
担
増
」、

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
利
用
者
負

担
」、「
一
部
利
用
者
負
担

を
2
割
」
な
ど
。
町
と
し

て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
策

定
委
員
会
を
通
し
、
次
期

の
計
画
策
定
に
入
る
。
 

　
町
長
に
は
、
4
期
目
１３
年

余
の
長
き
に
わ
た
り
町
政
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

松
田
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、

ま
た
、
県
町
村
会
会
長
等
の

要
職
を
も
経
験
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
と
感
謝
し
ま
す
。
　
 

　
さ
て
、
こ
の
間
多
く
の
こ

と
を
見
聞
き
さ
れ
て
き
た
こ

と
と
思
う
。
今
後
の
松
田
町

は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
今

こ
そ
経
験
を
生
か
す
と
き
だ

と
思
う
。
次
の
2
点
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。
　
 

①
　
新
松
田
駅
北
口
整
備
に

　
つ
い
て
 

②
　
寄
地
域
の
活
性
化
に
つ

　
い
て
 

         ①
　
新
松
田
駅
北
口
整
備
に

つ
い
て
は
、
町
民
意
識
調

査
で
も
非
常
に
関
心
が
高

い
。
現
状
を
見
る
と
、
特

に
夕
方
は
路
線
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
並
び
に
送
迎
用
の

車
両
で
、
駅
周
辺
は
混
雑

し
て
い
る
。
雨
の
日
は
一

層
大
変
で
あ
る
。
　
 

　
　「
第
5
次
総
合
計
画
」
の

中
で
、前
期
4
年
間
で
、あ

り
方
の
検
討
を
、次
の
4
年

間
で
調
査
・
計
画
を
行
う
。 

　
　
こ
の
事
業
は
、
松
田
町

の
将
来
を
左
右
す
る
重
要

な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

地
権
者
・
地
域
住
民
・
交

通
事
業
者
・
商
工
関
係
者

か
ら
意
見
を
聞
き
県
等
に

働
き
か
け
、
事
業
化
し
て

い
く
。
 

②
　
寄
地
域
の
活
性
化
策
は
、 

　
寄
の
資
源
を
活
用
し
て
都

市
部
と
の
交
流
に
よ
る
観

光
入
り
込
み
客
の
増
加
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。「
地
産

地
消
研
究
会
」
の
土
曜
市

や
新
松
田
駅
前
の
物
産
館

で
の
活
動
は
承
知
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
元
気
な

農
家
が
１
戸
で
も
増
え
る

こ
と
が
荒
廃
地
対
策
と
な

る
の
で
、
支
援
し
て
い
く
。 

質
問
者
 

　
石
内
　
浩
　
議
員
 

町
民
本
位
の
 

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
 

質
問
者
 

　
山
岸
　
一
治
　
議
員
 

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
づ
く
り
」
に
 

向
け
た
町
長
の
姿
勢
を
問
う
 




